
川に水がもどった！川に水がない！

現　状 長島ダム補給後

ダム完成に伴い、河川の正常な機能の維持に必要なる流量を安定的に確保し、生態系の維持、
水質保全等を図ることが可能

大井川（塩郷地先）

河川の流水の正常な機能を維持河川の流水の正常な機能を維持
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ダムによる河川流量不足解消



全国の水力による発電量は、総発電量の約11％を占める全国の水力による発電量は、総発電量の約11％を占める
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全国の発電量　9049億kWh

原子力
3313億ｋWh
36%

水力
976億ｋWh
11%

LNG火力
2343億ｋWh
26%

石油火力
1057億ｋWh
12%

石炭火力
1360億ｋWh
15%



出典：数表で見る東京電力
平成13年度

変動する電力需要に対応して、電力を供給する水力発電変動する電力需要に対応して、電力を供給する水力発電
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一日の時間帯別発電

日負荷曲線

一般水力
（貯水池式、調整池式）

0 3 6 9 12 15 18 21 24
（時）

ピークピーク
供給力供給力

ミドルミドル
供給力供給力

ベースベース
供給力供給力

一般水力（流込式）

原子力

石炭

LNG、LPG、その他ガス

石油

揚水式水力

貯水池式、調整池式
水力発電は、電力需
要のピーク時に電力を
供給。

揚水式水力発電は、
夜間の余剰電力を有
効に利用し、ピーク需
要時に対応。

流込式水力発電は、
電力供給のベースを
なす。



水力発電による地球温暖化防止効果 71

水力発電は化石燃料の消費を抑え、二酸化炭素の排出を
抑制することから地球温暖化防止に効果がある

水力発電は化石燃料の消費を抑え、二酸化炭素の排出を
抑制することから地球温暖化防止に効果がある

・電気事業者は国内の二酸化炭素排出量の約25％
・水力発電の電気事業者の総発電量に占める割合は、約11％
・水力発電がなければ、二酸化炭素排出量は約6％増加

生物等資源部門
24.0
(2%)

民生部門
134.9
(11%)

運輸部門
259.1
(22%)

電気事業者
298.1
(25%)

その他エネル
ギー転換部門

50.2
(4%)

産業部門
421.6
(36%)

発電量（億ｋＷｈ）

Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
（
g/
kW
h
：
C
O
2

換
算
）

975.2

742.1

607.6

28.411.3

1,360 1,057 2,343 976(10.8%） 3,313

石炭火力

石油火力

ＬＮＧ火力

水力

原子力

部門別ＣＯ２排出量（1998年(平成10年)，ＣＯ２換算） 電気事業者の発電量とＣＯ２排出量（1998年(平成10年)）

合計1,188百万ｔ

（出典）
部門別ＣＯ２排出量：2000年(平成12年)9月22日地球環境保全に関する関係閣僚会議資料：環境省
発電電力量：2000年（平成12年)度 温室効果ガス削減技術シナリオ策定調査検討会報告書（2001年(平成13年)3月）：環境省
ＣＯ２排出原単位：電力中央研究所報告 ライフサイクルCO2排出量による発電技術の評価 研究報告：Y99009 2000年(平成12年)3月

その他、地熱、風力等による
排出も存在

水力発電を石油火力で代替した場合の
ＣＯ２排出増量 71.3（百万ｔ）：ＣＯ２換算



ダム湖という新たな魅力ある空間の活用

ダム湖及びその周辺の活用、様々なイベントの実施等により、
地域を振興（宮ヶ瀬ダム）

ダム湖及びその周辺の活用、様々なイベントの実施等により、
地域を振興（宮ヶ瀬ダム）
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宮ヶ瀬ダムの水源地活性化動向
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6,564 7,226 11,145 9,474

253,624

467,144

430,506

1994年
(H6年)度

1995年
(H7年)度

1996年
(H8年)度

1997年
(H9年)度

1998年
(H10年)度

1999年
(H11年)度

2000年
(H12年)度

建設中 管理後

あまわかこあまわかこ

天若湖天若湖

日吉ダム日吉ダム

見学者用　　見学者用　　
エレベーターエレベーター

スプリングスひよしスプリングスひよし
（保養施設）（保養施設）
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管理所
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ダム湖によって水源地域の活性化が実現（日吉ダム）ダム湖によって水源地域の活性化が実現（日吉ダム）
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　山形県飯豊町は、少子化や高齢化が顕著であ
るとともに、農林業の衰退など地域生産活動の
停滞が課題となっています。
　自然豊かな白川湖（白川ダム）を活用し、地
域の特性を生かしながら、定住・交流条件の整
備による地域活性化を推進するため、「２１世
紀の森林理想郷」として整備を進めています。

ダム湖周辺を各機関の連携事業により活用

白川ダム湖周辺入り込み客の実績と予測

（山形県資料）

白川湖畔オートキャンプ場
　1999年(平成11年)9月全面オープン

1999年(平成11年)4月に全面オープンした「源流の森」

(注1)ﾀﾞﾑ湖活用環境整備事業(国土交通省:基盤整備)
　　　白川郷リフレッシュ整備事業(飯豊町:ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場整備)
(注2)源流の森整備事業(山形県:ﾀﾞﾑ湖畔を活用)

1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
入り込み実績 63 66 51 64 84 74 92 105 90 109 106 242 266 356 391

白川ダム湖周辺入り込み客の実績

H１１　オートキャンプ場　オープン

0
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200

300

400

500

（単位：千人）

1999年　オートキャンプ場　オープン

1992年　周辺環境整備事業着手

1997年　源流の森一部オープン

1998年　オートキャンプ場　一部オープン

2000年　完成

ダム湖を資源として町の活性化を実現（白川ダム）ダム湖を資源として町の活性化を実現（白川ダム）

ダム湖という新たな魅力ある空間の活用 74



良好な自然環境の形成、維持

ダムは湖によって形成された新たな環境を
鳥獣保護区に指定する事例が増加

ダムは湖によって形成された新たな環境を
鳥獣保護区に指定する事例が増加
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完成ﾀﾞﾑ数
累計

うち鳥獣保護
区指定数累計

(0%）
４

(0%)
１１

(21%)
１４

(17%)      
２９

(27%)
４４

(37%)
５２

(37%)
６３

(35%)
７１

(34%)
８２

(33%)
９６

ダム湖の鳥獣保護区の指定状況

注１：調査対象ダムは全国の直轄及び公団管理の９６ダム（平成１３年１２月現在）
注２：ダム完成後に鳥獣保護区に指定したものを累計
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